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横浜市立盲特別支援学校の図書館について 

◆利用者

・本校在学生（82名）R5.5/1

・本校卒業生・保護者・教職員(視覚障害者を含む)

・小・中学校に設置された弱視学級(30クラス)・個別支援級(12ク

ラス)

・利用者登録数は 250名ほどである。

本校の図書館利用者は一般の出版物(墨字という)をそのままの形で

は読むことができない。 

教育相談の乳幼児から幼稚部、小中高、専攻科まで幅広い利用者が

おり、一人ひとりの見え方にあわせた「読める資料作り」が図書館

の大きな役割となる。 

◆読書環境の整備について

音声対応の図書管理ソフト情報 boxver.6.4(教育システム)を導入

し、視覚障害者が一人で本の貸出・返却ができる。

点訳及びデイジーデータのネット上のライブラリである「サピエ」

で検索とダウンロードが出来るＰＣとネット環境を備えている。 

機器としては、書見台、iPad、拡大読書器、デイジー再生機器プレ

クストーク、点字プリンタ、コピー機等を備えている。

サービスとして対面朗読、レファレンスサービス、媒体変換のリク

エストなど。
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◆読書のバリアフリー化 

１冊の本が納品されたら、点訳・音訳・拡大図書などさまざまな媒

体へと変換していく。こうした媒体変換やサービスは、約 30のボ

ランティア・グループの支援を受けて行われている。点訳・製本・

音訳・拡大絵本・読み聞かせ・テキスト化などのさまざまなグルー

プがこの図書館を支えてくださっている。 

 

媒体変換の具体例 

 
 

 

2013年の課題図書「ぼくがきょうりゅうだったとき」は手で読む絵

本、ポイント別 3種の拡大絵本、点字図書、音訳(音楽つき CD・デ

イジー版)、リライトされたＬＬブック版拡大絵本及び版点字図書

に変換された。 
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*拡大図書・絵本 

弱視の利用者のために一般図書をテキスト化し、リクエストに合わ

せて、文字のポイント・フォント・白黒反転・行間・文字間などを

整えて製作する。 

絵本は文字を大きくするだけではなく、背景や色調も調整して見や

すくする。 

 

*点字図書  

点字とは 2×3 の 6つの点で表した文字で指で触って読む。 

点訳されたデータを点字プリンタで打ち出した図書。 

 

*点訳絵本 透明のシートに点字を打ったものを市販の絵本に貼っ

た絵本や点図ソフトエーデルを使って点図点訳した点図絵本。 

 

*手で読む絵本 触って読む絵本で、ふわふわ、ざらざら、つるつ

るなどさまざまな触感を持つ素材を用いて原作の絵を再現してい

る。原文は点字と拡大文字で表記している。 

 

*音訳 

音声訳された耳で聴く図書で、デイジー形式で録音されたものは 1

枚の CDに 50時間以上録音できる。 

 

*マルチメディア・デイジー 

音声と画像、本文のテキストがシンクロしていて、音声を聞きなが

ら画像を見、ハイライトされたテキストを読むことができる。 

 

*リライト 1 冊の本を分かりやすく短く書き直したもの。いわゆる

LLブックへの媒体変換 

 

*テキスト化  墨字本からテキストデータを抽出したもの。読み

上げや拡大図書作成などに使用する。 
 

  



5 

 

蔵書内訳    2023.6 

(全国学校図書館協議会調査の区分による。一部変更) 

蔵書総数 25,259 墨字本 13,885 

うち、絵本 2,554 墨字本のみ 

ＬＬブック 40  

点字図書 7,214 うち専攻科点字 1,373 

拡大文字図書 517  

拡大絵本 449  

録音図書 2,186 デイジー・オーディオ含む 

マルチメディアデイジー 254 その他電子図書 1 

大型絵本 34  

手で読む絵本 159 （布の本 14） 

音の出る絵本 50  

ＤＶＤ 462 うち専攻科 DVD 160 

紙芝居 77  

その他資料   

  テキストデータ 620  

  点字データほか   

*点字本・拡大図書は分冊になるため 1タイトルが数冊になっている。 
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